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■Lightface の仕様 

 

●どこから見ても美しい「高密度均一発光体」 

独自開発した LED 構造と高効率導光板技術により、パネルの隅々まで均一な照度を実現。どの角度

から見ても、どの場所を見ても、均一でムラのない高密度な光は、照明としてだけでなく、アート

ピースとしての鑑賞にも適うクオリティを維持しています。 

※高効率導光板技術は、慶應義塾大学理工学部小池康博教授の開発によるものです。 

 

●「薄さと軽さ」を兼ね備えた、その美しさ 

薄さはわずか 11 ㎜。3 ㎏以下（300×600 ㎜サイズ）という軽量設計で施工の自由度も高く、建築

やインテリア、ディスプレイ等、多方面での活用が期待されています。 

 

●発想を自由にするフレームレス構造 

これまで開発されてきた発光パネルには、光源を配置するための「枠（フレーム）」があるのが常識

でした。Lightface は、光のカンバス。クリエイターの創造力を自由に遊ばせるための、シンプルな

美しさを追求し、枠のないシームレスを実現。Lightface を何枚も並べることで、たとえば壁面全体

を美しい光のカンバスにすることもできるのです。 

 

●空間イメージをがらりと変える、最大 20,000 ルクスの高照度 

薄くて軽い 1 枚の Lightface から放たれる光は、最大 20,000 ルクスの高照度。導光板方式だから光

が広がり、空間全体を明るくします。無段階の調光機能に対応しており、時間帯やシーンに合わせ

て、イメージ通りの光の演出が可能です。 
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【開発の経緯】戸田正寿が Lightface にたどり着くまで 

「厚さ 1 センチぐらいの光る板が作れれば…」 

 

戸田正寿（とだ・せいじゅ） 

アーティスト。1948 年福井県生まれ。高島屋宣伝部を経て日本デザインセンター入社。戸

田事務所設立。2015 年 Lightoda（ライトダ）設立。おもな仕事にサントリーローヤル（ラ

ンボオ、ガウディ、ファーブル、マーラー篇）、サントリー缶ビール ペンギンズ・バーキャ

ンペーン全般、伊勢丹のファッションキャンペーン全般とロゴマーク、『AERA』表紙アート

ディレクション、森ビル六本木ヒルズオープンキャンペーン全般などがある。ビエンナーレ、

国際広告賞、国際デザイン展などでグランプリ、金賞等を多数受賞。キュレーターとしても

活躍し、国内外のさまざまなアーティストを紹介している。自身の作品も、ニューヨーク近代美術館、シカゴアト

ニウム美術館、ハンブルグ美術館、その他 30 の美術館でコレクションとして所蔵されている。 

 

戸田の Lightface 構想のきっかけは 2008 年、東京・渋谷の高級ブランド店のリニューアルオープ

ニングで見た壁だった。厚さ約 10 センチの壁が光っていた。LED を光源とし、拡散板を利用して、

光源が見えない状態で壁が淡く光る状態を作り出していた。これを考えたのは一流のデザイナーに

違いない、と戸田は確信した。 

もっと素晴らしい光を演出できないか。以後、戸田は「光る板」の構想に没頭する。 

戸田はそれを制作した会社に出かけ、自分の作りたい光の板が可能か相談した。しかし、実現でき

そうにない。戸田がほしいのは、厚さが１センチぐらいの光る板、光には気品があり、美術家で商

品デザインのアートディレクターである戸田の美的感覚に適うものでなければならない。 

次に印刷会社に頼み、実験してみたが、やはり実現に至らなかった。半導体の会社にも頼んだ。

１年ぐらいかけたが、どう工夫しても光に斑が出る。そして、2014 年 1 月に日東光学と出会う。 

展示会で同社の導光板照明を見てこれだ、と思った。戸田は金子宗央社長に会って将来展望を説

く。社長は開発を決断、2015 年に Lightface のプロトタイプが完成した。 

はじめはぜんぜん良くなかった。光にムラが出る。納得しない戸田は技術者たちを励まして、ム

ラ消しの挑戦が続いた。金子社長は「もっと軽くしろ」と檄を飛ばす。 

最初からの構想だった薄くて、枠がなく、ムラのない光の板がこうして実現した。日東光学が開

発の基本に据えていた小池教授の散乱理論と戸田の美的感覚が結びついた果実だった。 

Lightface の美のこだわりについて、戸田はこう話している。 

「厚さは 20 ミリぐらいと思っていたが、やってみると 13 ミリでも厚すぎて板の感じが出ない。光

は隅まで均等に光らないと美しくない。面の大きさはあまり重要ではなかった。枠がなければ並べ

て面を広げることが出来るので、いくらでも拡張できる。これまでずっと、LED 照明を研究してき

たが、すべて科学者、技術者が考え、作ったものだった。クリエーターの視点、考えで出来たのが

Lightface だ。クリエーターが照明の概念を変えた『美しい革命』なのです」 

  



小池康博教授に聞く 

「心地よい色を出せる Lightface は感性の域に入り始めているんです」 

 

小池康博（こいけ・やすひろ） 

慶應義塾大学理工学部物理情報工学科教授 

長野県諏訪市出身。高速 GI 型プラスチック光ファイバー、高輝度光散乱導光ポリマー、

屈折率分布型ポリマーレンズ等をはじめとするフォトニクスポリマーを専門分野とす

る。1994 年 米国プラスチック工学会（SPE) SPE International Engineering and 

Technology Award -Fred O. Conley Award-、2006 年紫綬褒章、2015 年 SID Special 

Recognition Awards など多数受賞。プラスチック光ファイバーコンソーシアム会長、

Inter Cooperative of Plastic Optical Fiber(ICPOF)全体議長などを務める。2015 年、

30 年にわたるプラスチック光ファイバーの研究成果をまとめた著書「Fundamentals of Plastic Optical Fibers」

（Wiley-CVH 刊）を出版した。 

 

 長年プラスチック光ファイバーを使った通信の高速化に取り組んできた小池教授は、あるとき、

大きな壁に突き当たった。屈折率に分布をつけることにより、高速化は実現した。しかし、数メー

トルしか光が届かなかったのだ。原因は光の散乱にあった。散乱損失が大きすぎて、光が通らなか

った。 研究生活の岐路に立たされた小池教授は、光散乱の理論を徹底的に学んだ。その結果、こ

のまま研究を続けても光が通らないということがはっきりわかった。いままでの方法をいっさいあ

きらめたあと、思いついた。思いきり光を散乱させたら透明体よりも明るくなるのではないか――。

散乱「損失」を散乱「効率」へと発想の転換をしたのだ。成果はすぐにノート PC のバックライト

として実を結んだ。 

 当時、ディスプレイは透明なものほど良いと思われていた。いかにディスプレイのゴミを取り除

くかが課題だった。小池教授は逆に、積極的にゴミを入れて光を散乱させた。特殊な大きさの“ゴ

ミ”を入れることでディスプレイを明るくできた。 

 限界もあった。ノート PC のバックライトは周辺が黄色っぽくなってしまっていたのだ。それも

また光の散乱のせいである。空が青いのは、波長の短い青い光だけが優先的に散乱しているため。

夕焼けが赤いのも青の光が散乱してしまっているからだ。ただし、小池教授によれば、夕焼けが赤

いのは地球上の常識でしかない。火星の夕日は青い。地球より重力が弱い火星で、大気中に大きい

粒子が浮遊していることによって起きる現象である。 

 小池教授は、ある大きさの粒子を混ぜ入れると、青よりも赤のほうが光が散乱する条件があるこ

とを見つけた。青にできるということは赤にもできる。光の散乱をコントロールすることについに

成功したのである。 

 Lightface の根本原理はこの光散乱の制御である。散乱のさせ方次第で、やんわりとした色さえも

作り出せる。単に明るいというだけではない。心地よい色を表現できる Lightface は感性の領域に

入り始めている。 

（小池教授インタビューの全文は、http://lightface.jp/interview.html/ でお読みいただけます） 


